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臨時国会が閉会、改憲機運高まらず 
12月17日、今臨時国会の会期末を迎えました。同日、衆参ともに憲法審査会を短時間だ

け開催し、閉会にあたっての手続き処理（付託された請願（署名）の取り扱い審査など）

を行い、終了しています。 
高市政権成立にあたっての自民・維新の「連立合意」に盛り込まれた両党による「条文

起草協議会」は発足したものの、両党の主張が噛み合っていない状況があります。衆参憲

法審査会の下への「条文起草委員会」設置に関しては、幹事懇談会での提案や自由討議で

の発言にとどまり、正式な議題にもなっていません。 
自民・維新などの改憲政党・会派がこの間手を変え品を変え、さまざまな策動を続けて

きましたが、世論はいたって冷静です。しかし、保守層を繋ぎとめるために、来年以降も

「改憲実現」を旗印としていくことが予想され、引き続きの警戒・注視が必要です。 
 
【参考】 
自維政権下の憲法論議 改正急ぐ理由見当たらぬ 

https://mainichi.jp/articles/20251216/ddm/005/070/076000c 
 

2025年12月17日（水）第219回国会（臨時会） 

第4回 衆議院憲法審査会 
 
【アーカイブ動画】 

https://www.shugiintv.go.jp/jp/index.php?ex=VL&deli_id=56067 
※「はじめから再生」をクリックしてください 

 

2025年12月17日（水）第219回国会（臨時会） 

第2回 参議院憲法審査会 
 
【アーカイブ動画】 

https://www.webtv.sangiin.go.jp/webtv/detail.php?sid=8824 
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